玉名市上下水道施設運転管理業務委託

　要求水準書
【上水道施設編】
令和３年１１月
玉名市企業局 上下水道工務課

上水道施設運転管理業務委託要求水準書

第１章　　総　則
１　業務概要
この要求水準書は、玉名市（以下｢甲｣という。）と受託者（以下「乙」という。）が契約を締結する玉名市上下水道施設運転管理の包括的な業務委託にあたり、甲が乙に要求する業務水準について定めるものである。　　　　　　　
（1） 業務の目的

　　業務は、本市水道事業の運営にあたり、浄水場および場内外の取水井戸・ポンプ所・配水池等の運転管理および維持管理さらには、管末点検を包括的に委託し、安全な水道水を安定的に供給することを目的とする。
　　また、本要求水準書は、受託事業者が実施する最低限の業務水準を示すものであり、業者選定にあたっては、これを上回る技術提案を求めるものである。
（2） 契約期間

　　契約期間は、令和４年４月１日から令和９年３月３１日までとする。

　ただし、契約締結日から業務委託開始日までの期間は準備期間とし、当該期間に関する経費は、受託事業者の負担とする。

（3） 業務の範囲

　　受託者が期間中に業務を履行する業務内容は以下のとおりとする。
1 運転監視業務　

2 保守点検業務
3 巡回監視業務
4 水質管理業務
5 環境整備業務
6 物品等管理業務

7 施設の簡易な修繕業務
8 管末巡回点検業務

9 小規模配水池等清掃業務
10 施設除草業務

２　前提条件
　　委託の履行にあたり、前提となる事項については、以下のとおりである。　　

（1） 業務委託施設概要は、別紙－１に定めるものとする。
３　総括責任者の要件
　　受託者は、総括責任者として、次の各号に掲げる要件を満たす者を配置しなければならない。

（1） 業務委員を統率でき、かつ業務履行の監督能力を有する者。
（2） 水道技術管理者又は水道施設管理技士２級（浄水）の資格を有する者の
配置が可能であること。なお、同等以上の資格を可とする。
（3） 浄水場及び水道施設管理の実務経験を有する者。

４　職　務

（１）総括責任者

①　本業務の最高責任者として、従事者の指揮、監督、技術技能の向上、労働安全衛生の確保、勤怠管理を行うとともに、事故防止に努めること。

②　業務の目的、内容を十分理解し、施設の機能を把握し、監督員と密接な連絡をとり、業務の適正かつ円滑な遂行を図ること。

③　設備及び管理状況を常に的確に掌握し、いかなる場合においても対処できる体制に努めること。　

（２）副総括責任者
①　総括責任者を補佐して、従事者の指揮、監督、技術技能の向上、労働安全衛生の確保、勤怠管理を行うとともに、事故防止に努めること。
②　総括責任者が事故、その他やむをえない事情で不在の場合は、その職を行うこと。

（３）主任

①　専門職としての知識を生かし、主体的に運転管理業務を遂行し、安全、安全な浄水の供給に努めること。

（４）技術員
①　基礎的な技術を有し、運転監視、保守点検等の業務を遂行できる者。

（５）技能員

①　運転監視、保守点検等の業務について必要とされる技能を伴った補助業務を行える者。　

５　従事者の届出

（１）受託者は、従事者の職種、職務分担（従事者の資格を証明するものを含む）を記載した従事者選任届を届出ること。また異動若しくは変更のある場合も同様とする。

（２）受託者の従事者について業務の履行上著しく不適格と認められる場合は、委託者及び受託者にて協議する。　
６　業務履行計画書

（１）受託者は、契約締結後、本業務の実施体制について上下水道工務課と協議し、速やかに業務履行計画書を作成して上下水道工務課の承諾を得なければならない。業務履行計画書に記載する事項は、上下水道工務課との協議の上決定するものとする。
７　安全衛生管理
（１）受託者は、労働安全衛生法及びその他災害防止関係法の定めるところにより常に安全管理に必要な措置を講じ、事故、災害等の未然防止に努めること。

（２）受託者は、関係法令に定めるところにより従事者の定期及び臨時の健康診断を実施し、その結果を報告しなければならない。
８　安全管理

（１）受託者は、作業の実施にあたり法令などに基づいて安全管理に関する事項を定めなければならない。

９　教育及び訓練

（１）受託者は、運転・維持管理（運転、監視、巡視、点検、測定等）に従事する者に対して、必要な知識及び技能に関する運転マニﾕアル等を作成し、教育をしなければならない。

（２）受託者は、運転・維持管理に従事する者に対し、事故その他災害が発生したときの処置について、危機管理マニﾕアルを作成し、実施指導、訓練を行わなければならない。
１０　業務報告書の作成

（１）受託者は、業務報告書を作成し、上下水道工務課が指示する期日に提出しなければならない。

１１　従事者の服装等

（１）受託者は、従事者に安全かつ清潔な統一した服装をさせ、胸に名札を着用させるとともに、対応については部外者から指摘を受けないようにしなければならない。
１２．火災の防止

（１）受託者は、浄水場等の火災を未然に防止するため、火気取扱い責任者を
選任し、火気の正確な取扱い及び後始末を徹底しなければならない。

１３．浄水場等施設の一般管理

（１）受託者は、水道法、労働安全衛生法等の法令、規則及び基準等の関係法令を遵守し、業務の実施、浄水場等施設の保安等について、十分注意を払わなければならない。

（２）受託者は、業務履行上で必要な諸事項について、委託者と打合わせ、協議等を行った場合は、その都度その内容を議事録として整理し、委託者に提出し承認を受けるものとする。
第２章　業務要求水準と業務内容

１　業務要求水準
　　業務要求水準とは、本業務を実施するうえで最低限満たすべき要件であり、その具体的手法については、技術提案または業務履行計画書によるものとする。
　　また、現行の運転管理水準を維持することはもとより、その向上を図る事

を目指して、業務の実施にあたっては既存施設の特徴・性質を十分理解し、
（1） 年間を通して良好な処理が確保できるよう万全な履行体制で業務に望むこと。
（2） 運転監視業務

　　運転監視業務とは、主として中央監視センターにて、取水、導水、浄水、送水までの運転管理と場外施設の運転監視及び記録等の業務を２４時間体制で行うものであり、各種機器の機能及び性能を十分理解し、各種機器の特性に応じた運転操作を行うと共に、日常はもとより、故障時・異常時においても迅速かつ適切に対処できるよう心掛けること。

（3） 保守点検業務

　　受託者は、事故等を防止するとともに、各種機器等の性能及び機能を確保するために必要な点検、整備、測定及び調査を行うものとする。
（4） 巡回監視業務

　　施設の運転状況及び設備機器の異常の早期発見に努めるため、巡回点検を実施する。巡回点検は、設備の状況に応じて定期的に回数を定めて又は、適宣に実施すること。巡回点検にあたっては、機器の状態に注意し、特に異音、振動、臭気、過熱の有無、計器の指示値等に注意すること。
（5） 水質管理業務

　　受託者は、原水水質の変化に対応するため必要な水質管理を徹底することとし、必要事項の検査・測定を実施し、最適な薬品注入率を決定し、水質の向上に努めること。

（6） 環境整備業務

　　受託者は、浄水場内の環境について、その状況を良好に保ち、かつ現状と比べて美観を損なわないようにすること。

（7） 物品等管理業務

　　施設の運転管理を行うために必要となる薬品類、消耗品類の調達については、受託者にて実施すること。　

（8） 施設の簡易な修繕業務
　　受託者は、点検整備により発見した不良箇所若しくは、故障の発生した破損箇所のうち、現場で修理可能なものについては、作業終了後写真等を添付し報告すること。

（9） 管末巡回点検業務

　　巡回点検は、定期的に回数を定めて実施し、水質検査に関する記録･報告書を作成すること。
（９）小規模配水池等清掃業務

　　小規模配水池等清掃とは、水を抜いて清掃できる配水池等とし、定期的に回数を定めて実施し、清掃作業に係る記録・報告書を作成すること。
（10）施設除草業務
　　施設除草業務とは、水道施設内の衛生確保のために水道敷地の除草作業を定期的に行い、敷地内の排水を良好な状態に保つこと。
２　業務内容

受託者は、以下の業務の内容を履行することとする。
（1） 運転監視業務

　　〇　水道施設の監視業務

　　〇　各種データの記録・整理

　　〇　緊急時の初期対応・緊急連絡・運転復旧

　　〇　業務日誌・月報及び年報の作成

　　〇　その他必要とする事項
（2） 保守点検業務

　　〇　水道施設の電気・機械・計装設備の日常点検・定期点検
　　〇　電気・機械設備の不具合調整・整備

　　〇　機器点検計画表の作成・点検報告書の作成及び整理・月報及び年報の作成

　　〇　その他必要とする事項

（３）巡回監視業務

　　〇　水道施設の機器等の運転状況確認

　　〇　水道施設の各種データの記録
　　〇　水道施設の機器運転操作・機器切替

　　〇　水道施設の水質状況確認

　　〇　水道施設の施錠確認等の見回り

　　〇　薬品の注入率管理

　　〇　その他必要とする事項

（４）水質管理業務

　　〇　薬品管理業務

　　〇　水質検査業務

　・毎日検査（残留塩素、濁り、異臭味）

・水質異常時の臨時水質検査・緊急対応・事後処理

・水質検査に関する記録・報告書作成
〇　水質計器点検･整備

〇　その他必要とする事項　

（５）環境整備業務

　　〇　施設内部の簡易な清掃、整理整頓
（６）物品等管理業務

　　〇　次亜塩素酸ナトリウムなどの薬品類の在庫管理と調達

　　〇　保全管理用の備消耗品類の調達

　　〇　安全衛生関係部品の調達

　　〇　その他必要とする事項

（７）施設の簡易な修繕業務

　　〇　水道施設の設備・機器等に故障が発生したときの初期対応と修繕

　　〇　その他必要とする事項
（８）管末巡回点検業務

　　〇　毎日、毎月１回、毎月２回及び、年３回、指定された末端給水栓について「色度及び濁度並びに残留塩素濃度」の検査を行うこと。
（９）小規模配水池等清掃業務

　　〇　年１回及び、３年１回、小規模配水池等について内部点検を兼ねて清掃を行い、衛生管理に努めること。

（１０）施設除草業務
　　○　年２回、水道施設の敷地内の除草を行い、衛生確保に努めること。

３　業務管理
受託者は、次の業務管理を行うものとする。

（1） 業務の履行に伴う安全衛生管理

（2） 業務報告書等の作成及び整理

（3） 浄水場等の自主管理

（４）完成図書等貸与品の管理

（５）浄水場等の保安及び施錠

（６）小規模配水池等清掃業務

（７）災害時における業務

４　就業形態

受託者は、業務の履行にあたり原則として次の業務形態により行うものとす
る。

	業　務　名　称
	就　業　形　態

	（１）運転監視業務
	２４時間

	（２）保守点検業務
	　計画による

	（３）巡回監視業務
	計画による

	（４）水質管理業務
	計画による

	（５）管末巡回点検業務
	計画による

	（６）小規模配水池等清掃業務
	計画による

	（７）緊急時
	必要の都度


５．勤務体制

受託者は、業務履行計画書に、前条による勤務体制を定めるものとする。
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